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花山天：交毫の光學工場（1）

花山天丈窒中村 要

　自分の反射鏡研究は1925年末除除して間もなく天文學i教室の地下室で始め

た．其の後自分の熟達と共に必要に慮じて我流の研磨用器具を漸次に集めた

のであるが，昨1931年5月から山本主任教授の御厚意で天文教室の聖算から貴

重な費用をさいて頂いて花山天：憎憎で相野立派な賢吏工期が出來上った．

　光學工揚は研磨器がなくとも手だけでも三層るものなので器械が使っても

必らすしも良いものが出町るとは限って居ない・由來此の手工業は難しいも

のとして知られ，張工揚の設備等も殆んど公開された事もなく，寧ろ秘密に

なって居る．自分も猫逸流の大量生産をする内地の光學工揚を二三見たのに

止まるので殆んど我流で練習したのである．自分の方法は天罷望遠鏡の方法

であるエリソン流のものを主とした典型的なもので，一部分近代光學工業の

器械を利用した新しい方法を探り入れたので天文學用の望遠鏡に覆したもの

のみを扱って居るのである．

　自分の神号は赤道儀親測を主とするので今は爲眞と眼視爾方面から彗星，

小遊星の観測を主として居るのであるが，反射鏡の研磨は弘天の夜とか休日

等を利用して飴暇に行って居る仕事なので，今では大別方法の研究は終って

技術上の練達に勉めて居る，自分の研磨に寄する仕事は研究室に於ける仕事

の一部なので，螢業なれば方法等は極度に秘密にしなければならぬのである

が，差支なき部分は自分でまとまっただけ公にして居るので，庇の記事も分

かり難いかも知れないが以上の意味を含めて書いたのである．

　花山天文塁の地下室は山の東斜面に滑って立てられて居るが．奥の振子時

計室及び實験室を除いて，東側の三室が器械研究部であり奥から順番に研磨

室，硝子加工室，私室になって居り，研磨室は牛地下室であり私室は普通窒

である．北側は長い窒で，密閉出來るから將來各種の作業に使へる．



花山夫丈窒の光學工場 181

一
●，，

一」
L

一
　
　
　
　
　
一

一
　
洞

蔓
室
雫
＝
ト
器
器

旛
㌍
廊
饗
灘

7
b
・
d
－
2
3
4
5

．＝葺＝＝濡』・

6
7
8
9
0
1
2
3

　
　
　
　
】
】
－
1

大型研磨器

手磨き嚢
検査用凹面鏡皇
流　　　し
ピッチ盤製作窒，電氣コンロ
實　験　皇

荒旧り器
心取り旋盤

　動力は京都昭電肚製の220V．2H．P．のモータ・一から一度カウンタープーレ

ーを経て天井の南側にある長いシヤフトに至りシヤフトは研磨室及び硝子加

工室を突通してあり一切動力で動く様になって居る・動力は建物及び床には

舵拙　り　器

全く震動を起して居ない．全一に割

合に静かである．

　荒摺り器反射鏡殊にレンズの如き

面の曲率の深いものでは，硝子を播

りへらして外形の出來上るまでが大

きな勢力を要する仕事である．殊に

自分の様に他に急がしい仕事を持っ

て居るものには長い時間をとられる

のが困るので，大禮の硝子の形を作

るまでをこの器械でするので，酒面，
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凸面，或は凹面の鋳鐵盤がクルクル廻って居るのにカーボランダムをまいて

播りつけるのである．近代光學工業には廣く使はれて居る方法なのである．

　研磨器は三個あって何れもヒンドル型及び共れの改良したものである．ヒ

ンドル型研磨器は英國マンチェスター市附近に在住する工業家Unioll　Enginc

ering　worksのIIH：長であるJ・H・llindle氏F・R・A・s・の考案したもので

　J．　H，　Hindle：　An　18－inch　speculum　（E．M，　1923．）

なる短い記事によったものである，最初の型は鍍銀鏡の先駆者Draperが考

案したもので共の型を有名なG．W．　Ritchey氏がヰルソン山150及び250セン

チ鏡の製作に使Jllした型をHindle氏が更に改良したものである．　Rltchey氏

のものではCrank　rodの支黙が固定して居るが，　Hindle型ではこれが廻話

する様になって居る，廻心軸は一直線にA，C．　B．とありAB，　BCがベルト

で齢し廻轍砒峠一丁砒の上ヒ例は原設rrl・一6・は7．・になって居り・とか

4とか簡軍に割切れる数を避ければよいのである・ABをCrank　rodで連絡し

Bでは滑動する様にしておけばCはほビ長短爾軸の比が2，1の楕圓蓮動をす

る．楕圓運動は運動のJJの損失が割合に少く，運動の長さで面が悪くな’る事

はあってもピッチ面に原因する輪Ringの爽生が殆んど皆無な鮎は著しい特

長である．

　1號小型　ヒンドル氏の原型殆んど其のましを三分の一のスケールで作つ

響野．
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たもので，最初のもので

あるから不備の鮎は多い

カ：15センチ鏡まて6・，’薦け

る．動力は濁立して四分

の一馬力のセンチュリー

，モーターによって動か

すので小口径の封着レン

ズに都合よく使へる．凹

面鏡の取付け装置が原設

計と異って居る．

2號中型　一一Utの二倍の
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大きさで30センチまでは容易に磨ける．自分は改良ヒンドル型と樗して居る

が，ACDが直角である檬

にD軸を加へたものでD

軸はB軸と同じ廻搏をす

るがこれの追加によって

ヒンドル型の楕圓運動の

ほかに直線（實は圓弧の

一一 U1）及び左黄す・らt、Over

－hunsr運動が出來て，便

利な考案である，着想は

英グラツブ會就の工揚寓

眞から得たものである．

×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　型　研　磨　器
　　　　　　　　　　　　　　　中央がピッチ盤で運動桿は外にある．

軸の連絡は自縛車用チエaンで出覧て居るが殆んど事故がない，A．B．C軸何

れでも手磨きが出來る．

　3號大型　此の大研磨器は教室の費用で作って頂いたので40センチ位のも

蝋
罐

　　　　　　　大　型研磨器
　　　直線形蓮動に使ふ運動桿がつけてある．

が殆んど完全に清去られた事である．

　別に一肇の手磨き豪がある．

　研磨器　は30センチ以上の大口径でない限り，勢力を助けるだけのもので，

のを作るまで随分使ひ途

はないが直樫80センチま

での反射鏡及び二物レン

ズも磨ける．構造は中型

と同様で軸がベルトで連

絡されて居るのと，直線

運動のCrank　rodが便利

に改良されて居る．器械

の構造について特筆すべ

き野iは尉面ウォーム，ギ

アー一一一の使用によって雑昔
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どの種類の研磨器でも熟練すれば同じ結果なのであり一般に手磨の方が遙か

に良い面が出纏るものである。指先ほど自由に使へるものはなv・．

　反射鏡の研磨　中口脛のものX製作法は書物に書いてあるのと全く同じ標準

的な方法なので，荒量りから仕上げ播りまでは一切手でやって居る．ピッチ

磨きは9センチ以下の小口径を除いて一切研磨器で行ふ．表面の修正は大部

分手で行ふので，研磨器の助けを借りる事も相當多い，

　近來金剛砂で容忍るスリ傷は極めて少くなって教諭に一本位である．研磨

も大分よくなった．微細な紅柄を使ふ様になってから口で見えるキラキラし

た傷が殆んど無くなった・研磨も段々程度がよくなってくる．自分の鏡は面

の磨きや，殊に優良な鏡にも此較的多い峡黙である鏡の中央の敏黙を少くす

る爲に勢力をかける事が多いので，端が多少劣る事が多いが，爾侵し難い問

題なので困る．

　8センチ鏡以下の小口挫凹面鏡及び髭面を磨く方法は，自分で特に研究し

た方法なのであって，輻山の帝國漁網會祠：で製造する結び目なしの碁盤網を

亡しつけて網目を植込んで作ったピッチ画を使って居る。これはスフエロメ

ーター其他規準面を要し4≧工業的な方法であるから始めての素人諸氏に御教

へする事が出來ないのが淺念であるが，一切手磨きで研磨速度早く，しかも

面が極めて直し易い．但し端は膝りよくない．自分は小口｛　us物レンズの面

の研磨にも慮用して居る．

　光点表面の槍査には一切フーコー試験を使用し，帯試験を最後に使ふが，

近來影の強さと面の立面の様子で拠物線の判断がほ蛸1來る様になった。人

工星の光源には豆ランプを豆電球用の小型トランスからとった4Vの電流で黙

燈して居る・

　凹面鏡は何時の間にか230番まで達したがエリソン．カルヅ日共他の著名

の作家のものを見，自分の経験を加へた一つの意見は，

　凹面鏡其他光學面は聾唖方法の許す限り，叉騒々の許す限り精密には出慮

るが，勢力技術に制限のある人の手で作るものであるから多少の訣貼は淺り

得るのである・然しながら熟練によって峡黙の範園を漸吹に縮小する事が出

來る・事：實著名の作家のものでも霞岳の皆無なものはない．判断する目が常
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に披術を導く事が必要である．良V・のか悪V・のか検査して居る人が分からぬ

様では良いものは出來ない．

　多年待望された光の干渉によるりンキ試験は多少鈍感らしく思はれるので

使って居ない．30センチ以上の大口径を磨くに使ふ上向き法は未だ経験がな

い．

　硝子材硝子材は表面反射の面であるから通常，磨厚硝子を使って居る．購

入先きは硝子の切断に特有の手腕を有する東京の酒井商店であって英ピルキ

ントン會肚のものを主として使って居る．サン・ゴバンのものも時々使ふが

ユニオンのものは脆いので成るべく避けて居る．20センチ以上のものには自

分で輸入した英Chance光學硝子會祠＝のSpeculum　91我ssを使って居る・硝子

は球面鏡で脈理を見，側画から脈理の位置を見『と硝子の適否を調べて居る．

磨厚硝子は意外によくアンニールされた質のよいものである．数量が少いか

ら作る方でも面倒かも鄭れないが國産品が手に入れば使って見たい。内地の

硝子工業も今日では反射鏡材の製作位は充分出門る事と思ふ．

　　　　　　　　　　　　【逼　　　　信］、

拝啓，御會益々御隆昌奉賀候・陳者這般當1町西大久保希望祠＝四階屋上に

別紙綿々（本號理研）の如き二十五センチ反射赤道儀之設備成り，同就よ

り右望遠鏡を利用の申出ありたるを機とし，下名等相謀りし大久保天文

倶樂部「を組織致し候庭，倶樂部員も目下二十名（大部分は本會員）に相

手し，毎月敷回槻測其他の會合を相催し居り候．就ては今後種々御指導

課にニユ1ス等の御燗與に預り度，御報告労々御依頼迄蔑如御座候・

重て御書信は希望耐内足立宛願上候

昭和七年二刀三日

曾員　須　山
　　　　小　　嶋
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英

東京市外大久保町西大久保希望杜内

天文同好弓長山本一・清殿


